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●「外的・内的なエネルギーによって生み出される力動的な過程」（本文より）である
「人間の適応システム」を基盤に構築された「ロイ適応看護理論」。本書は，生理的様
式，自己概念・集団アイデンティティ様式，役割機能様式，相互依存様式の 4つの適
応様式を概説し，アセスメント，看護診断，目標設定，介入，評価の看護過程の枠組
みに沿って詳述する。第 7章「専門領域別の実践例」が，適応の過程を追いながらの
学習を可能にする。

●避けられない死を前にした人々の，それぞれ個別の QOLを支える緩和ケアチーム
のスタッフたち。聖隷三方原病院の緩和病棟の日々のケアのなかから生まれた「日本
人にとっての good death」を考えるための本書。患者家族に役立つことのエビデン
スは，決してナラティブの反対側にあるものではなく，「僕たちの背中を押して『そ
れでいいんだよ』と言ってくれる」（「はじめに」より）。蓄積された「根拠を踏まえ
たルール」と「臨床にいかすコツ」をあますことなく伝える。

●インストラクションとは，「目的をもって学習を促進させるために行うことすべて」（本
文より）。知識の構成を促進するための，異なる5つの主要なアプローチ（直接教授法／ディ
スカッション／経験／問題／シミュレーション）を紹介。さらに，これまでのインストラ
クショナルデザインの成果とツールを詳述。インストラクショナルデザインの共通知識基
盤を模索する。教育のエビデンスを求め，授業デザインについて関心のある先生方はぜひ。

●「奈良県にある『ハートランドしぎさん』病院が 20年以上も実践する患者個人に合
わせたオーダーメイドの認知症サービスとは─」（本書帯より）。現代日本の高齢社
会を，我々はどう乗り切るのか。正確な診断と入院・在宅診療，グループホームやデ
イケアなどのサービスをゆるやかにつなぐことで，地域の医療・介護を支える実践を
紹介。信頼感に裏打ちされた認知症ケアのモデルがここに！
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